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統合小学校の用地について 
 

（１）用地の考え方 

緑丘中学校、飯田高校、市民図書館、子どもの遊び場（計画中）、陸上競技場、健民体育館

など文教施設が集中するエリアに用地を確保する。 

（２）候補地 

一体的な土地が必要なことから、次の３か所が候補地と考えられる。 

候補地 整備可能性 

Ａ：市民図書館の隣接地 

〇小学校校舎、グラウンド等を整備する敷地が確保できる見込み。 

〇図書館が近く、児童の読書環境や調べ学習に充実が図られる。 

〇すずキッズランドや子どもの遊び場が近く、放課後の居場所が

充実する。 

〇公共交通機関（すずバス）の利用がしやすい。 

〇飯田・直・若山地区の一部の児童は徒歩通学ができる。 

・用地取得が必要となる。 

・各種手続（農業振興地域の除外、農地転用、開発許可等）や敷地

のかさ上げが必要となる。 

Ｂ：現緑丘中学校の敷地 

〇小中の連携が図りやすい。 

〇グラウンドは陸上競技場を活用する。 

〇すずバスの乗り入れができる。 

〇新たに用地を取得する必要がない。 

・中学校校舎と小学校校舎が必要となり、同時に建設する必要が

ある。また、校舎の広さが限られる。 

・陸上競技場に中学校の仮設校舎を建設する必要がある。 

Ｃ：陸上競技場の一部 

〇小中の連携が図りやすい。 

〇子どもの遊び場が近く、放課後の居場所が充実する。 

〇グラウンドは陸上競技場を活用する。 

〇新たに用地を取得する必要がない。 

・他の場所に陸上競技場を整備する必要がある。 

・すずバスの乗り入れに検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）候補地別整備スケジュール  
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 Ａ：市民図書館の隣接地開校のスケジュール 

 

 

Ｂ：現緑丘中学校の敷地開校のスケジュール 

 

 

Ｃ：陸上競技場の一部開校のスケジュール 
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